
 

【 家庭教育支援チーム 】 

チーム名  

（呼称） 

 羽生市家庭教育支援チーム 

（呼称：羽生家庭教育サポートネット「キャロット」） 

URL：https//carrotwith.jimdo.com/ 

活動開始年度      平成 ２５年度 

活動拠点  羽生市女性センター 

活動範囲  羽生市内全域 等 

活動財源  

 

□文部科学省補助事業（地域における家庭教育支援総合推進事業） 

□文部科学省委託事業（先駆的家庭教育支援推進事業） 

□厚生労働省事業（事業名                            ） 

☑地方単独事業として実施 

☑特段の予算措置はないが、自主的に活動を実施 

□その他の支援により活動を実施（                   ） 

組織体制  ２６人 

子育てサポーター １５人 

（うち元教員 ７人、保育士 １人、元保育士 ２人） 

民生委員 ３人 

心理カウンセラー １人  

学校さわやか相談員 ２人     その他 ５人 

具体的な活動内容 

 

☑講座型  ☑拠点型  □訪問型  □総合型  □その他（       ） 

 １  「親の学習」講座の実施（小学校、中学校） 

 ２ 子育て研修会の実施 

 ３ 親子で楽しむ「広場」の開催 

 ４ 親の研修会等の開催に伴う託児 

【活動内容】 

・親子で楽しむ「広場」の開催 

 女性センターで、保護者や子ども達と季節の工作や遊びやランチ

をしながら、友だち作りや子育ての悩みなど気軽に相談できるよ

うにする。年間では、「こいのぼり」「七夕」「ハロウィン」「クリ

スマス」「おいもほり」等 

・中央公民館、川俣公民館クールシェアの開催 

 公民館との共催で、食育の支援や子どもたちが集う会を行うな

ど、親を孤立させない居場所づくりや相談しやすい環境づくりを

することで、親や子どもの健全育成を推進するための事業を実施

している。 

・親の学習講座の開催 

親や親になろうとする世代がそれぞれの立場で家庭教育の理解を

深める機会を提供するため、新入学児童のいる保護者を対象に市内



 

小学校の就学時健診の機会に家庭教育活動を実施。（同時に託児も

行っている）                    （公民館クールシェア） 

活動の成果  

 

 

 

・子育てサロンや公民館での親子教室では、年々参加者も増えており、 

参加してよかった、友達ができてよかった、リフレッシュできた、

また参加したい等の声を多数いただいた。 

・親の学習講座では、託児もあったので、安心して学習会に参加でき

たとの声をいただいた。 

活動において苦労

した点や課題 

・なかなか、たくさんの人に知ってもらえない。もっとたくさんの人に知って

もらい、活動の場を広げて生きたい。 

今後の活動目標 市内小学校の就学時健診の機会に家庭教育活動を実施するなど、親

を孤立させない地域ぐるみの「子育て」を目指して、市及び教育委員会と

連携した活動を行っていきます。 

今後は、親や親になろうとする世代がそれぞれの立場で家庭教育の

理解を深める機会を提供するとともに、地域で孤立しがちな親の居場

所づくりなど、「子育て」に関する地域貢献活動を行います。 

問合せ先  

【公表可能な連絡

先】 

（代表者氏名） 今井 多紀子 

（住所） 埼玉県羽生市稲子２３１番地１ 

（TEL） 048-561-2413（E-mail） hry-2003@beige.plala.or.jp 

 


